
 
小
値
賀
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
は
、
平
成
十
九
年
十
月
二
十
二
日
午
前
十
時
、
小
値
賀
町
役
場
議
場
に
招
集
さ
れ
た
。 

  

一
、
出 
席 

議 

員 
 
 
 
 

十 
 
 

名 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一

番 
 
 
 
 

宮

﨑

良

保 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

番 
 
 
 
 

加

山

雅

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三

番 
 
 
 
 

土

川

重

佳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四

番 
 
 
 
 

小

辻

隆

治

郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五

番 
 
 
 
 

浦

 

英

明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六

番 
 
 
 
 

岩

坪

義

光 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七

 

番 
 
 
 
 

伊

藤

忠

之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八

番 
 
 
 
 

立

石

隆

教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九

番 
 
 
 
 

松

永

勇

治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十

番 
 
 
 
 

横

山

弘

藏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

二
、
欠 

席 

議 

員 
 
 
 
 
 
 
 
 

な 

し 

 



 

三
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
説
明
の
た
め
、
こ
の
会
議
に
出
席
し
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 
 
 
 
 

山

田

憲

道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副

町

長 
 
 
 
 

三

浦

清

敏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教

育

長 
 
 
 
 

巖

 

充

也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総

務

課

長 
 
 
 
 

谷

 

良

一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
設
課
管
理
班
係
長 

 
 
 
 

植

村

敏

彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

四
、
本
会
議
の
事
務
局
職
員
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

会

事

務

局

長 
 
 
 
 

熊

脇

一

也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

会

事

務

局

書

記 
 
 
 
 

松

永

清

美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    



 

五
、
議 

事 

日 

程 

  

小
値
賀
町
議
会
第
四
回
臨
時
会 

 

平
成
十
九
年
十
月
二
十
二
日
（
月
曜
日
） 

 

午
前
十
時
零
分 

 

開 

会 

  

第 

一 
 

会
議
録
署
名
議
員
指
名
（ 

岩
坪
義
光
議
員 

・ 

伊
藤
忠
之
議
員 

） 

第 

二 
 

会

期

決

定 

第 

三 
 

議
案
第
五
六
号 
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
小
浜
団
地
（
第
二
期
）
建
設
工
事
（
建
築
）
） 
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午
前
十
時
零
分
開
会 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
は
、
十
名
で
す
。 

 

定
足
数
に
達
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
だ
い
ま
か
ら
平
成
十
九
年
小
値
賀
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
を
開
会
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

本
日
の
議
事
日
程
は
お
手
元
に
配
布
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 
 日

程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
六
番
・
岩
坪
義
光
議
員
、
七
番
・
伊
藤
忠
之
議
員
を
指
名
し
ま
す
。 

 

日
程
第
二
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 

 

本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
間
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 
 日

程
第
三
、
議
案
第
五
六
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

本
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

お
断
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

建
設
課
長
の
奥
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
昨
日
の
二
時
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
た
だ
い
ま
福
岡
に
お
り
ま
す
。 

 

そ
う
い
う
こ
と
で
、
答
弁
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
私
の
方
か
ら
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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議
案
第
五
六
号
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

今
回
の
公
営
住
宅
の
建
設
地
は
、
平
成
十
八
年
度
に
建
設
い
た
し
ま
し
た
新
小
浜
団
地
東
側
の
隣
地
へ
建
設
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

十
月
十
七
日
に
入
札
を
行
い
、
株
式
会
社
仁
空
間
工
房
が
落
札
し
、
入
札
書
記
載
金
額
一
億
一
千
二
百
万
円
に
消
費
税
を
加
算
し
た
金
額
一
億

一
千
七
百
六
十
万
円
で
契
約
を
締
結
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

地
方
自
治
法
第
九
十
六
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
及
び
小
値
賀
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
本
案
を
提
案
申
し
上
げ
ま
す
。 

契
約
の
締
結
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
、
株
式
会
社
仁
空
間
工
房
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
発
注
工
事
等
、
公
共
工
事
の
施
工
実
績
が
あ
り
、
今
回

の
工
事
に
つ
い
て
も
高
い
技
術
力
で
竣
工
さ
れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

工
事
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
敷
地
面
積
約
三
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、
一
般
世
帯
向
け
住
宅
を
二
棟
六
戸
、
小
世
帯
向
け
住
宅
を
二
棟

八
戸
、
計
十
四
戸
を
建
設
い
た
し
ま
す
。
床
面
積
は
、
一
般
世
帯
住
宅
は
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
、
約
六
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
小
世
帯
住
宅
で
は
二
Ｄ
Ｋ

で
、
約
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
小
世
帯
向
け
住
宅
の
延
べ
床
面
積
は
、
二
棟
八
戸
で
四
百
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
般
世
帯
向

け
住
宅
の
延
べ
床
面
積
は
、
二
棟
六
戸
で
三
百
九
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

団
地
内
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
植
栽
等
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
構
造
は
木
造
平
屋
建
て
と
な
っ
て
お
り
、
小
世
帯
用
住
宅
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
と
し
、
高
齢
者
対
応
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
各
棟
共
、
建
築
性
能
評
価
を
受
け
て
お
り
、
安
全
で
低
廉
な
家
賃
の
公
営
住
宅
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
建
築
材
料
に
は
県
産
材
を
使
用

し
、
県
の
単
独
補
助
で
あ
り
ま
す
『
ひ
と
と
木
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
』
の
補
助
金
を
受
け
る
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

な
お
、
本
工
事
の
工
期
は
、
百
六
十
日
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松

永

議

員 

九
番
（
松
永
勇
治
） 

今
の
提
案
理
由
説
明
の
中
で
、
戸
数
が
「
十
四
戸
」
っ
ち
ゅ
う
こ
と
で
す
が
、
図
面
を
見
ま
す
と
十
六
戸
の
よ
う
で
す
け
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ど
も
、
こ
れ
は
十
四
戸
で
し
ょ
う
か
？ 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

前 
 

十 

時 
 

五 

分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

前 
 

十 

時 
 

六 

分 

― 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

再
開
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

十
四
戸
で
間
違
い
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 
松

永

議

員 

九
番
（
松
永
勇
治
） 
た
だ
い
ま
の
は
、
私
が
あ
ま
り
図
面
を
見
た
こ
と
が
な
い
も
ん
で
す
か
ら
…
。 

 

そ
れ
と
で
す
ね
、
今
、
担
当
者
が
い
な
い
の
で
ど
う
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
現
在
の
、
公
営
住
宅
の
戸
数
と
で
す
ね
、
入
居
率
を
判
れ
ば
教

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
…
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

詳
細
等
に
つ
い
て
は
私
も
判
り
ま
せ
ん
の
で
、
担
当
の
方
か
ら
説
明
さ
せ
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

前 
 

十 

時 
 

六 

分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

前 
 

十 

時 
 

七 

分 

― 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

再
開
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

植

村

係

長 

建
設
課
管
理
班
係
長
（
植
村
敏
彦
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

現
在
、
公
営
住
宅
の
管
理
戸
数
七
十
戸
で
、
入
居
戸
数
が
六
十
戸
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

入
居
率
は
、
八
五
・
七
一
％
で
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立

石

議

員 

八
番
（
立
石
隆
教
） 

落
札
価
格
の
落
札
率
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 
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八
二
・
九
（
％
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊

藤

議

員 
七
番
（
伊
藤
忠
之
） 

今
回
の
工
事
は
で
す
ね
、
当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て
地
方
債
は
一
億
と
二
百
万
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

で
、
今
回
、
新
た
に
工
事
契
約
が
行
わ
れ
ま
し
た
ん
で
、
こ
の
地
方
債
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
ま
た
変
わ
ら
な
い
の
か
の
、
ご
答
弁
を

お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

植

村

係

長 

建
設
課
管
理
班
係
長
（
植
村
敏
彦
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

今
回
の
入
札
を
受
け
ま
し
て
、
約
一
千
万
ほ
ど
減
額
の
予
定
で
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊

藤

議

員 

七
番
（
伊
藤
忠
之
） 

そ
れ
と
で
す
ね
、
前
回
の
第
一
期
工
事
で
、
今
回
落
札
を
さ
れ
ま
し
た
仁
空
間
工
房
、
こ
れ
は
一
期
の
工
事
で
は
『
最
低

価
格
』
と
い
う
こ
と
で
失
格
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

先
ほ
ど
の
町
長
の
提
案
理
由
説
明
の
中
で
、
「
十
分
に
信
用
で
き
る
。
」
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
も
、
こ
の
件
に
対
し
て
本
当
に
大

丈
夫
な
の
か
、
ご
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

昨
年
は
で
す
ね
、
『
最
低
価
格
』
を
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
も
二
社
の
方
が
下
回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
前
回

の
分
に
つ
い
て
は
、
離
島
の
分
の
経
費
を
間
違
っ
て
出
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
の
実

績
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
ら
問
題
は
無
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 



 - 5 - 

（「
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
こ
れ
で
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
議
案
第
五
六
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
採
決
し
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 

 

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
五
六
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
上
で
、
本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
の
審
議
は
、
全
部
終
了
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
、
平
成
十
九
年
小
値
賀
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
を
閉
会
し
ま
す
。 

 

― 

午 

前 
 
 

十 

時 
 

十
二
分 

 

閉 

会 

― 


